
【
問
題
】 

二 

高
山
さ
ん
は
、次
の
【
高
山
さ
ん
の
文
章
】
の       

に
、【
高
山
さ
ん
の
取
材
メ
モ
】
を
も
と
に
し
て
考
え
た
「
た 

て
わ
り
遊
び
」
の
よ
さ
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。あ
な
た 

が
高
山
さ
ん
な
ら
、            

に
入
る
内
容
を
ど
の
よ 

う
に
書
き
ま
す
か
。あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ 

う
。 

 

〈
条
件
〉 

○
「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
書
く

こ
と
。 

○
【
高
山
さ
ん
の
取
材
メ
モ
】
の
下
級
生
に
聞
い
た
こ
と
か
ら

言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○
六
十
字
以
上
、百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

  

【
正
解
例
】
「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
一
年
生
や
、「
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
」

と
い
う
一
年
生
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
「
た
て
わ
り
遊
び
」

の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
学
年
を
こ
え
た
交
流
が
で
き
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。(

百
字) 

●
条
件
を
満
た
し
て
作
文
を
書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。 

 

条
件
作
文
の
問
題
で
は
、一
方
の
条
件
を
満
た
し
て
い
て

も
、も
う
一
方
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
本
校
の

児
童
に
は
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。特
に
、取
材
メ
モ
か
ら
の

引
用
の
部
分
が
抜
け
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
引
用
の
仕
方
、

「 

」
の
使
い
方
や
文
末
表
現
な
ど
が
不
十
分
で
し
た
。
も

う
一
度
、
書
き
方
も
含
め
た
、
基
礎
・
基
本
を
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

令和6年度 全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の対応 

敦賀市立中郷小学校 
 

  ４月１８日（木）に全国の小学校６年生を対象とした「教科（国語・算数）に関する調査」が、そして２２日に

「質問紙調査（オンライン）」が実施されました。その結果についてお知らせします。これらの分析をもとに、今

後の指導改善に取り組み、「知・徳・体」の向上を目指していきますので、ご家庭でのご協力をお願いします。 

【国語】○良好であった点  ●課題となる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の対策 

・国語の時間のみならず、他教科やアップタイムなどを使って「○字以内で書く」「引用して書く」「文末表 

現に気をつける」「根拠を示しながら書く」など、複数の条件をから書く活動を採り入れます。 

  ・学年相当の漢字を使用して文章を書くことや、「   」の使い方など、基礎・基本の学習の再確認し、簡潔 

で分かりやすい文章を書くことができるような活動を取り入れます。 

・ 

【算数】○良好であった点   ●課題となる点 

 

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項 

【
問
題
の
内
容
】 

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
場
面
に
お
い
て
、和
田
さ
ん
が
話
し
方 

 

を
変
え
た
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
。 

 

【
問
題
】 

 

【
高
山
さ
ん
の
メ
モ
】
の
書
き
表
し
方
を
説
明
し
た
も
の
と
し 

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一 

つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

   

１ 

出
来
事
ご
と
が
起
こ
っ
た
順
に
言
葉
を
線
で
つ
な
い
で
い
る
。 

 

２ 

中
央
の
言
葉
と
関
係
す
る
言
葉
を
線
で
つ
な
い
で
い
る
。 

 

３ 

似
て
い
る
こ
と
が
ら
を
ま
と
め
て
丸
で
囲
ん
で
い
る
。 

 

４ 

よ
い
点
と
問
題
点
を
分
け
て
丸
で
囲
ん
で
い
る
。 

 

【
正
解
】
３ 

 

○
昨
今
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
頻
度
が
高
く
な
り
、情
報
を

取
り
扱
う
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
情
報
と
情

報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方
、
図
な
ど
に
よ
る
語
句
と
語
句
と
の

関
係
の
表
し
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
日
常
の
学
習
の
中
で
も
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
、
活
用
す
る
た
め
に
う
ま
く
ま
と
め
た
り
、
情
報
の

取
捨
選
択
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の内容】 

五角柱の面の数を書き、そのわけを底面と 

側面に着目して書く。 

【正解の例】 

五角柱の面の和 ７つ 

そのわけ  五角柱には、底面が２つ、側面が

５つあるからです。 

 

○問題文の子どもたちの会話の内容から、説

明の仕方を予想し、それを使って、本題の解

答を書く問題です。条件が少ない場合だと、

それに合う文章を書くことができます。 

図形 

【問題の内容】 

直径 22cm のボールがぴったり入る箱の体

積を求める。 

【正解の例】 

  22×２２×２２ 

 

○箱の中に球体が入っていることから、円周率

の 3.14 を使用するのではないかと考える児

童が多く、22×3.14 という誤答が多かった

です。また、体積は縦×横×高さという公式

から、立方体だったため、22×3 のように立

式してしまった児童も多く見られました。立体

に限らず、公式の意味をよく考え、どうしてそ

の式で求められるのかを今一度確認していく

ことが大切です。 

今後の対策 

・言葉の式の意味や公式の意味など、互いに学びを交流し合い、自分の言葉として説明（アウトプット）

し、定着につなげていきます。 

・様々な問題に接し、文章中のどの言葉や数値が必要とされるのかを考えさせる活動を増やしていきま 

す。 



〈質問紙に関する結果から〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業におけるタブレットの使用頻度は？ 授業におけるタブレットの有効性は？ 

市、県平均よりも良好であった点（抜粋） 

周りをよりよくしているか。 どんな集団でも、しっかり活動できるか。 

中郷小学校では、タブレット 

を効果的に活用する研究をここ 

数年続けております。ノートの代わりと 

して使用するためだけではなく、友達との意

見交流のためや、共有機能、検索機能など

を使い、自分自身の考えを深めたり、まとめ

たりすることに使用しています。タブレットを

使用することで時間の短縮が図られ、その

分意見交流の時間を多く取ることができて

います。今後も児童自らがまとめ、発信し、互 

いに深め合いながら学習できるよう、さら 

なる授業改善に取り組んでまいりま 

すます。 

左記の結果からも、日常的に 

タブレットを使う習慣ができており、そ 

の中で児童たちも学びの中におけるタブ 

レットの有効性に気がついているようです。

本校の児童は授業支援アプリなども、自分

の操作スキルや目的に応じて自分で選択し

て使うこともできます。今後、デジタル社会へ

と突き進んでいくと予想されるので、タブレ

ット操作などのスキルは、習得していくべき

力の一つとして、学校でも子どもた 

ちに指導していきたいと考えています。 

市、県平均よりも課題のあった点（抜粋） 

調査実施が６年生４月であり、クラ 

ス替え間もない時期とあって、子どもたち 

同士もまだ仲間作りの最中であったと言え 

ます。また４月の学年始めでは、自分のことで 

精一杯という児童が多かったかもしれません。 

そこで、学級ではエンカウンターなどを中心に 

学級づくりを、学校でも年間を通じて、学校行 

事や委員会活動など、児童が主役となってい 

きいきと活動できるような手立てを講じ、周 

囲を含め、共に成長していきたいという 

思いを育てていきます。 

ようやくコロナによる制限がな 

くなり、学校行事もコロナ前に戻りつ 

つあります。これまでは、不特定多数によ 

る集団での活動等が制限されていたこと

もあり、経験が不足しています。そのため、

新しい集団や異学年での集団活動にいく

らかの不安を感じているようです。今年は、

これまで以上に児童が主体となるような委

員会活動や行事を多数企画し、実施する 

中で経験し、学校のリーダーとして、また 

はどんな立場でも活動できる自信 

をつけさせていきます。 

今後も職員一同、「心ゆたかで たくましい子の育成」に努めてまいります。 


